


●乳がんは女性が発症するがん第1位で近年は増加傾向です。予防は難しく、
早期発見できれば治療が可能なため、セルフチェックや定期的に検診を受ける
ことが大切です。

《検査方法》
○マンモグラフィー検査（乳房専用のレントゲン検査）を行います。
４９歳以下は２方向、５０歳以上は１方向の撮影となります。
医師による視触診はありません。

乳がん検診について

●子宮がんには「子宮頸がん」と「子宮体がん」があり、２０歳代の若い方の
子宮頸がんが増えています。検診ではがんになる前の「異形成」も見つけられる
ため、がんへ進行する前に発見することが可能です。

●子宮頸がんの７割はＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）が原因と言われており、
天塩町でも２０～５９歳の方を対象にＨＰＶ検査を実施しています。

《検査方法》
○子宮頸がん検診･･･子宮の入口を医師がブラシでこすって細胞を調べます。
○子宮体がん検診･･･子宮の奥の部分の細胞を調べます。
○ＨＰＶ検査･･･････子宮頸がん検診で採取した細胞を使って検査します。
○エコー検査･･･････超音波で子宮や卵巣の状態を確認します。

子宮がん検診について

●骨粗鬆症は骨量が少なくなることで骨の強度が弱くなり、骨折しやすくなる病気
です。骨量は２０歳頃までに最大となり、その後は年齢と共に減少します。

●特に女性は骨が細く、出産・閉経などによって骨の代謝に関わるホルモンの減少や
授乳による影響のため急激に骨量が減少します。その他にも生活習慣の乱れや
他疾病の影響などの原因があります。痛みなどの自覚症状がない場合が多く、
定期的な骨密度検査が必要です。

《検査方法》
○足のかかとを検査器具の上に乗せて骨密度を調べます。素足で測定します。

骨粗鬆症検診について

《注意事項》
●乳がん、子宮がん検診は２年に１回の受診を勧めているため、令和６年度に受診されて
いない方を優先の対象としています。骨粗鬆症検診は毎年度１回受診できます。

●感染予防対策として各受付時間の定員が少なくなっているため、ご希望に添えない
場合があります。ご希望の時間がある場合は、お早めにご予約ください。
定員に達した場合は、昨年度に受診されていない方を優先させていただきます。
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